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ラ イ ト コ ル ゲ ー トパ ネ ル を使 用 した
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　　　　　　　　　　　　Super −Structure　of ‘‘Light　 corrugated 　steel 　pane1
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　By 　Tsuneo 　Kuniyasu ，　 Member 　Noriyoshi 　Onizuka ，　 Member

　　　　　　　　　　　　　　　　 a ロ dTaka アoshi 　Miyanari 　Member

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Summary

　 The ‘‘Hght 　 corrug 段ted 　 steel 　pane1
”
，　in　this　Report，　 is　the　th呈n 　steel　sheet 　of 　900−1200　m ！m 　wide

with 　longitudinal　 ridges ，　 used 　 chiefly 　for　the 　partition　of 　living　 quarter　 of 　 merchant 　 vessels 　 and

for　the　 outside 　 wall 　as 　the　 superstructure 　 and 　the 　part1tion 　of 　living　quarter 　of 　combatant 　 vessels ，

　 It　has　been　 made 　 clear ，　 through 　 many 　 researches 　in　 various 　 respect 　 on 　 this　 subject ，　 done　 in

the　past，　 that
“Light　 corrugated 　steel 　panel

”is　exceUent 　iR　structure 　strength 　 and 　 very 　 effective

in　 reducing 　 the　 weight 　 of 　 mater 三al　 used ．

　 With　 a 　 view 　 of 　 ascertaining 　 whether
“Hght 　corrugated 　 steel 　panel

”

can 　be　pract Σcably 　used 　for

the　partition　 of 　 steel 　vessels ，　i．e．　through 　investigation　 of 　the 　butt−joiロt　Qf
‘
「Light 　 corrugated 　 steel

panel
”

and 　 experiment 　 with 　the 　 model 　deck−stru 畔ture 　 made 　thereof ，　 we 　have 　 made 　 further　 rese −

arch 　 with 　the　 result 　that　its　 structural 　 strength 　 with 　 fine伽 ish　has　 been　proved 　 quite　 satisfac −

tory ，　 while 　the　man
−hours　worked 　as 　well 　as 　the 　 weight 　of 　material 　used 　have 　been 　considerably

reduced ．

　 We 　have，　thus ，　dec圭ded 　to　put　this 　 method 　to　the　 actual 　processing　 and 　 adopted 　for　building　the

entire 　 partition　 wall 　 and 　 upper −dec虻 structures 　 of 　 450　 ton　 A 　 Type　 Sub 田 arine 　 chaser 　 with 　the

permission 　 of 　Defence 　Administrat ｛on ．

　This 　 report 　deals　 with 　the　 result 　 of 　our 　 research 　 and 　 experiment 　i旦 this　 cQnnection ，　 the 　actua 正

state 　 of　 operatiQn 　 of 　the 　 vessel 　built　 with 　this　process　 and 　the 　 stress 　to　the 　 s叩 er −structure 　 Inade

of
「‘Light　corrugated 　 steel 　pane1

” ，

1　 緒 言

　 ラ イ ト コ ル ゲートパ ネ ル と は ，幅 900mm 〜1，2GOmm の 薄鋼板に コ ル ゲ・・一トの 波が 長 さ方向に は い つ て い る

もの を仮に こ の よ うに 名付けて い る もの で あ り，主 と して 商船 の 居住区 の 仕切壁 お よび 艦艇 の 上 部搆造の 周壁 な

らび に 居住区 の 仕切壁に 使用 され る もの で ある。こ れ に 関す る種 々 の 研究は 現在 ま で に い ろい ろ と 行 な わ れ て お

が ），こ れ らの 研究 で ラ イ ト コ ル ゲ ート パ ネ ル が強度的 に もす ぐ れ て お り ， 重量軽減 に も非常に 有効 で あ る こ と

が 判明 し て い る 。 筆者らは さらに 本格的に 船舶鋼製仕切壁 と し て 実用 で き る か ど うか を 検討す るた め に 実地応用

研究 を 行な つ た 。 行なつ た 実験内容 は コ ル ゲー トパ ネ ル の 継 手 実験お よ び そ れ を 利 用 し て 模型甲板室を製作 し て

の 種 々 の 調査 で あ る 。 その 結果強度的 に は もち ろ ん 満足す べ きもの で あ り ， ま た 仕上 り も良 く，製作 工 数 の 滅少 ，

重量軽減等満足すべ き結果を得 られた の で，い よい よ実用 に 踏切 り，防衛庁の 御理 解の も とに 450t 型甲型駆潜

艇 の 仕切壁 お よ び 上部 甲板 室 に 全 面 的 に 採 用 した 。 本報 告は こ の 間の 研 究結果，実船に お け る 使用 状 況 お よ び ラ

イ ト コ ル ゲート パ ネ ル を 使用 し た 場合の 上部構造へ の 応 力 流入 の 状況 を調査 した 実験研究等 に つ い て 述べ た もの

で あ ります 。

　　　原稿 受付　昭 和 36 年 6 月 20 日

　 ＊　KK ，呉造船所
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　　　　　　　　　　　　　　　 2　ライ トコ ル ゲー トパ ネル の 継手実験

　
ラ イ ト コ ル ゲー

トパ ネ ル を 甲板室 の 仕切 壁に 使用 す る に は コ ル ゲートの 波を水平 また は 垂直 に使用するに し て

も あ る大ぎさの 靴 パ ネ ル を 釀 し て つ な が 鮒 れば な らない
． ・ の 繕 の 形式お よ び 位 eSlcよ り溶攤 よ る

歪 み の 発生量醐 当蹉 碣 る ・ ラ イ ト ・ ・げ 一トウオ ール は 歪 み の 臆 うセ・ よ つ て は 歪殖 しがで きない 恐れ
もあ るの で ・こ 嚇 手形式 碾 択膿 郵 行 な わ ね eit・ らな い

。 継手形式に つ い て は ・種類に つ い て 実地畷 作
して 比較実験 を 行な い ，最良の 継 手 形 式 を 見 出 し た もの で あ る 。 こ の 実験 の 詳細に っ い て は 先に 発 表

2 ）し て い る
の で 省略す る が 結果の み 示す と第 1表の ご と くな る 。 つ ま り総合的に 見れ ば，波 の す ぐそば の 平板部に 継手 の あ
る もの （A

’

）が最 もす ぐれ て い る。
つ ま り

卸 表 船舶 用 ラ イ ト ・ ル ゲ ー
レ ・ネ ル 継手 形式 と そ の 長 所お よ び 短 所

パ ネル 形 式
　 　 A’
丶P　　　　　　 L，＿

　 　 κ
＿、．　　　　　　　　 〔 聾鼬

　 　 8
．．一 、＿．

　 　 c
＿∫ 丶＿ノN」 氏 ＿

　 　 8
’

．，．八 ＿（ 一 气．．．
熄 播 長 （計 　　1 碁 翠 且｛∩苗 毘   1 1 O・7 12 　ア ーフ ヌ　ム 曾6 ・3 介 14 ・366

・5
22 ・

？ 24 ・
  エ

取付伊ム陸醐 4 ？・5 分 79 ・5
量
筆・6
曾・54650

熔 　　　播

縦 　　　歪

36 ・
分

2・2 闘

7 ・ 23 ・
i7 ・5

0 ・4 2・2
垂 損 　　　歪1 3・90 O8 ・21 用 0・5

ロ ール の 範 易 易
00

誓

擾
蒼 『

仕 上 1プ ノト観
尹1　　　 定

不 　　可

曹

侵

1
可 秀4 2 3 特傭 　　　　 舞 脇 2 毒 白 鵺 製 作 い実 ・・鬘 ・

，、撃
♪

ら　 7．レ λ

一4 　　　　　 t 冨　ユ 3
■喚

噌 」

パ ネル 形 式
・
、．

A
　　　　　　　　　　　P，曾

　 　 A’
＿　 　 　 　　 　〔呷．一 　 　 8

．．31 ＿ハ＿ゴ曳＿
　 　 C
＿∫丶＿∫ 口  ＿

　 　 8
＿一 」 ＿

’ 耀 棲 長 （計 算ω 基率 1（晒 婁   1
，

o ・7 ‘　 一）2　ア ー7 ヌ イA 　　　　嚀5・瑁分 12 ・ 辱 5・ 「　 ・157 ・5 7・5 95  工敗
堺

く鬼

擾 39． 21 ・5 26 16 ・
・

歪 驀　耋
3 陶 窮 レ 5
δ5 噌 跚

2・
0

4・q ．
σ

0
徹 　 　少

oロ ール の 薀 易 易
瞥

仕 」二げ 外 観 示 　 町

判　　　　定
侵

！

’ 可
4 ．

舗
備 　　　考　　　　　 「鼻1毒 目　

・
糠 こ　 一■ 言fξ三、 讐潔 斜

τ 齢 ら フ鹽L

1）鰕 1こ よ 櫪 醗 生量が 最 も少い ・ 2）溶灘 立 工 数尠 くて す む ．
・）esaueの 使腿 砂 くて すむ 。

4）継手が 灘 は ずれ て 報 謙 あ る の で 連続生産の 場合 の ・ 一ル に 眦 較髄 した 形 で あ る 。

等の 利点 を有し ，十 分実用化 し得る もの で あ る と の 確信を得た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3　甲板室模型実験

　3・1 実 験 の 概 要

戦 パ ネル 麓 み を 出さず購 接 して 大き纏 面 を 悩 ・ と に は 前述の 黜 ・ よ 賊 功 した が，。 れ igxea、c
用 い 網 まい ろ い ろ 躙 題が 生 し る こ とカ・予想され t・・ で 揃 齣 継手実験1・ お ・・て製作した ・。 齣 パ ネ ル を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用 して 写真 1に 示 す ご とき 甲板室模形 を製作 し て，実用

　 　　 上 の 種 々 の 問題 に つ い て 検討を行なつ た 。 こ れ に つ い て も

　 　　 す で に 発表
2）して い る の で 詳細 は 省略 し結果 の み 略 記 す る。

　 　　　 3・2　実　験　結　果

　 　　　 32・1 取付法 の 差異に よ る比 較
一

ラ イ 1・コ ル ゲ ートパ

　 　　 ネ ル の 上 下端取付けの 差異よ り生 じた 取付工 数の 難易。外

　 　　観 の 優劣に つ い て の 比 較結果 を Tabie 　2 に 示す 。

　 　　　 T ・bl・ こ の 中 か ら と くに 間題点 憂こ つ い て 考えて み る と，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i） 歪 み 発生量 に つ い て は 平 板 の もの に 比 して 1！2〜

　　　
写 則 甲 齷 灘 鑢 　 　 　 　 ・1・ で ずつ ・良 く．全煙 輙 りを 腰 と しな い 。

r
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第 2 表 　上 下 端 取 付 け 各形 式 の 比較
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至 童 觚 76 54・5 54・7 餌
・5 42 ・5 42 ・5 42 ・6

強 滬 mm ・ δ6δ 595 595 595 432 432 432

度 ％ 団 m2i5 16・9 16・9 16・？ 125 12ち5 【25

工 数 鉱 380 165 150 260 250 220 140

齟
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波 の 向 蓋 内 9ト 7ト 7ト 〔返 晒・） 内 ‘遁 路，
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』
優

紐 合 判 定              

　 ii） 波が 外 に 凸 が よ い か 凹 が よ い か の 問題に つ い て は
， 外観上 の み か らは 主観 に 左右 され て ど ちらが よ い と．

　　もい われ ぬ が，外に 凹 の 方が良い とい う人 が 少 し多い よ うで あ る 。 しか し，こ れ は内面に 防熱材 を 貼 る場合

　　 （これ に っ い て は 後述す る ） を 考慮 に い れ る と，工 数 面 か らは 外に 凸に し た 方が ずつ と良い こ とに な る 。

　 iii） 上 下端 の 固着要領に つ い て

　　（a ） 上 端 は エ ン ドピース を使用せ ず に 天井に直接溶接す る の が 最 も簡単 で 外観 もす つ き りす る。

　　（b ） 下端 は コ ル b‘
’
　・一ト F ・B を 使用 す る方が 工 数 も か か らず外観 も良い が ，

エ ン ドピース を 使用 し て普趨

　　　の F ・B で 取付け る 方法 も馴 れ れ ば比較的簡単に で きる よ 5で あ る。

　3・2，2 開 口 部に つ い て
一

扉，アーチ 型開 口 ，、丸窓 角窓等種 々 の 開 口 の 開け方 に つ い て 調 査 し た が い ず れ

も若干の 工 夫 を行な え ば 平 板 ウ オール の 場舎 と 同様 に 取付け得 る こ と がわ か つ た
。

　3・2・3 補機台，艤装品 の 取付けお よ び振動に つ い て一
相当に 重量 の あ る もの を 取付けて み たが補強に も特

別 の 工 夫は 要せ ず，また 溶接取付に よ る 歪 み 発生も平板 ウ th　一一ル の 場合 よ り もずつ と 少い もの で あっ た 。 また 重
．

量物取付け後 の 壁 の 振動 も板厚 2・3mm 甲板間高さ 2，000　mm の も の で ，最小振動数 2，000　c ・p ・m 最大振動数

3
，
600c ・p・m 程 で あ り，特別の 場合以外は 局部振動を起す心 配 は ま ず な い もの と 思われ る 。

　3・2・4 防熱材の 取付 に つ い て
一

コ ル ゲートプ レ ー層 こ い ろい ろ の 方法で 販付け て 比 較実験 を して み た 。 そ

の 中最 も簡単な Fig ．1 の も の で も ， 実用 上 差 しつ か え な い よ うで あ り，取付

工 数 は 約 1’3，防熱材歩止 りは ほ と ん ど 100％ に 近 い もの で あつ た 。 ゆ え に

防熱材を貼 る面に は ＝ ル ゲートの 山 を 出 さぬ よ うに す る の が有利で ある 。

　3・2・5 天井部へ の 応用 に っ い て一 本模形甲板室 で は 写真 1 の ご と く天井

に コ ル ゲ t ・トを採用 し，一部に 平板に ス チ フ ナ
・一を もつ 一

般の もの を 用 い た 。 　　　　　　 FigL　1

こ の結果よ り見れば 天井 に で も コ ル ゲートが採用 で きる見込み は 多分 に あ る こ と が 判明 し た 、

　 3・3　結 　　　　　論

　以上 の 実験結果 か ら総合的 に 考えて み る と長所 と して は ，　 1）軽量に し て 強度 の 強 い もの が 得られ る 。 　 2＞，・

製作工 数が少 くて すむ 。　 3）歪 み の 発生が少く，歪 み 取 り工 数 は ほ と ん ど 0 と な る 。

　欠点 と して は ，　 1）艤装上 少 し 小細工 を要す る 所が で て く る。 2）外観上 少 し問題 が あ る よ うで あ るが ， こ 溜 訂

主 観的 な もの で か えっ て 良い とい う人もあ り，あな が ち 欠点 とは い えな い もの と思わ れ る 。 以上 の ご と くラ イ F ＝

ル ゲートパ ネル は 使用方法さえ考慮す れ ば平板構造の もの に 比較 し て 非常 に 有利 な点 が 多 い こ と が確認 さ れ た 岱
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4　実 船 へ の 応 用

4・1 計 画 の 概 要
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Fig，2−d 　コ ル ゲ ート パ ネ ル

前贋 ま で に述べ た ご と き実験 を重

ね ，32 年度 450t 型甲型駆潜艇
“
お

お た か
”
（L × B × 1）＝ ＝59・Om × 7 ・1m

× 4・38m ） の 内部仕切壁 に 試験的に

使用 し て み た と こ ろ 好 成 績 で あ つ

た。ち よ う どそ こ へ ，34年度艦 と し

て 同型の駆潜艇を建造す る こ と に な

つ たが，こ の 艇 で は 前の 艇 よ り重心

を ずつ と下 げ る必 要 が 生 じ，い ろ い

ろ と対策 が 考え られ た が，そ の
一

つ

と して 甲板下仕切壁 お よび 上部甲板

室 に 全面的 に ラ イ ト コ ル ゲー
トウ ォ

ール を使用 し て 上部構造の 軽量化 を

は か る こ とに な つ た 0

　 4・2　配 置お よ び 構造 の 概略

　 i） 上甲板下仕切壁 に も相当範囲

に コ ル デート ウ ォ
ール を使用 し て い

るが本報告で は 上甲板上 の 上部甲板

室に っ い て の み 述 べ る 。 上 部甲板室

の 平面配麗は Fig ．2−a に 示す ご と

きもの で 第 工艇 （4・5mm の 平板構

造 の も の ）お よ び 第 2 艇 （コ ル ゲー

ト ウ ォ ール 使用）と もに ほ とん ど 同

じ配置 で あ る
。

　i三） 両艦の 構造の 大 略 は Fig ．2−

b，c に 示 し て あ る ご と く，第 1 艇は

4・5mm の 平 板構造 で あ るの に 対 し

第 2 艇 で は 天 井 は 3 ・2mm 平板 と

し，｛則壁 は 3・2mn1 の ラ イ ト コ ル ゲ

ートウオ ール と し て い る も の で あ

る 。

　ili）　 使用せ る 単位 コ ル ゲートパ

ネ ル は Fig ．　2−d に 示 し て あ る もの
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　　　　　　　　　　　　 ＿7イ ト 聖
レ ゲ

ニ
ト s ネ ル を 使 用 した 上部 甲 板 に つ い て

で ，ほ とん ど全部 こ の 単位パ ネ ル をつ な ぎ合せ て 作つ て あ る。

　4・3 強 度 的 比 較

第 1 艇は 工 作の しや す い こ と に 重点 力・置か れ て計画 され て い た の で 殲 蜥 ・は 余裕鵬 つ た 。

ゲー トウ t 一ル を 採用 す る と 同時に 若干強度を落 して い る 。 （第 3表 参 照 ）座

屈 強度を半分以 下に 落 して い る理 由は

　
1）　もと も と上 部 甲 板室は 非強度部材 と して 縦強度 は 決め て あ る 。

　2） その 縦強度も十分余裕 の あ る艇 で あ る 。

　
3 ）　

コ ル ゲートウ ォ
ー

ル を採用 し た の で 甲板室頂部に は い る 応力が 相当下

　　るだ ろ 5 と い う見込み が あつ た
。

　4）

　　もよ い だ ろ うと 思わ れ た 。

　以上 の ご と き考えで 思 い きつ て落 した もの で あ る 。

　4・4　重 量比に つ いて

　第 1 艇 で は 上 部構造物全部 の 鋼材 重量 は 約 11・2t で あつ た もの が，

Table　3

329

第 2 艇で は コ ル

導　F 艇 葬 2 聖

脅曜 の 嚇 皮 飛 皮 100 鬼 り 89客

上偲描遭の耐 政強反 roo％脚 70Z

主 鄒檎連 の 器 想 皮 Ioo γ 鹽45z

板 の 厚 さが 3’2mm で あ るか ら翻 ・よ る相当の 初縫 飃 肪 れ な い の で 伽 坐屈強度賭 慧 く て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ ル ゲートウ ォ
ール を 採用 し た 第 2 艇 で

酌 9’1t と な り約 2 鹽1t （約 18％）の 醒 鰍 ・な り・ 動 は ・ の た め 約 27m ・ 低下 し，鞭 の 、 う鰰 型
艇 で は 重心 降下策 と して非常に 有効で あつ た 。

　 4・5　完　成　状　況

前鰍 述べ た黝 甲齷 灘 に よ り
一

」S・・工 作法を醗 して い た の で 醗 工 事は 躙 、。進み，予想 ど 齣 ， ル ゲー
トウ ォ ール に 関 して は 船設 工 事過程 で も灘 工 事過程 で もほ と ん ど歪 み 発生 は み られず，3．2mm また は 2．3

mm の ffoneemeこ もか か 坊 ず歪輙 り工 数は ・ と い つ て 樋 言で は な 曜 で あつ た ． 耕 部は ・．・＿ 卿
板 構造 で あつ た の で 相 当に 歪み が 発生 し，歪 み 取 り工 事を

行 な つ た が と り きれ ずに 残 つ て い る 。 普通，甲板の 歪み を

と れ ば その 下の 鋼壁 に歪 み が 発生 し，鋼壁の 歪 み を と る と

甲板に 歪み が 再発生す る と い う悪順 環 が あ る もの だ が，鋼

壁 が ゴ ル ゲー トウ オ ール の 場合 は 甲板の 歪 み 取 りを 相当行

つ て もコ ル ゲー トウ ォ
ール に は 歪 み は伝らない こ と も確認

され た 。 また 振動 に 関 し て は 柑当に 重 量 の 大きな 臟装品や

補機が 取 付け られ て い るが ，問題 と な る振動 は 発生 し て い

な い
。 写真2 に 示す ご ときで ぎば えで あ るが一番心 配 され

た 外観上 の 問題 もさ して 見 苦 し くな く，か え つ て 良い とい

う意見 の 人もあつ た
。 ま た 通路側 に コ ル ゲ 帥トの 波 が 出 る　　　　写 真 2

　
コル ゲ P ト 周壁 （右玄 側）

こ とが 邪魔に ならない か とい 沁 配 も実際上 は な ん ら問 題 と な らず geraRveも好論 得 た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 応 力 計 測 実 験

　5・1 実 験 の 概 要

5’1’1 嫐 計画の 経過
一

波型羅 瞳 量軽灘 と し 硝 効 で あ る ば か りで な く，縦応 力 を戯 に くい と 、、
う特長醐 鰹 れ て い た・ゆ）Zlc6 艇

“C’tま こ の 波 型齷 の 上esue造 と し て縮 力面か らみ 楓 い か 鮖 醜 を
し て い る か と い 5 こ と が 驅 と な つ て くる ・ 上 講 造 の 効きに 関す研 究は 今 ま で 内外繝 わ ず数多 く囎 究が

　　　　　　　　　　　　　発表され て い るが ，波 型 鋼 壁 に 関す る もの は 八木助教綬の 研究 （船体 上 部構造の

u n
　 　 　 皿

一

　 　 　 　 世

　　　　 Fig．3

ッ チ 鯡 常に 大 き く F ’g・3啣b の ・ ・ き もの で あ・ ・ 碗 ・ 八祇 の 理 論式
f・1… よ り 鯲 の 駘 の 上 覊 齣 効

灘瓢 離 畿玄ご
な い の で ・鞠 識 料 ・す ・ た め ・ 実船・ 上 部・蹴 鰤 ・計測 ・

効ぎ躙 す研 究
5’・“’e の み の よ うで あ る ． そ し て こ れに よれ 瞰 型鎌 を用 、、

る と鞘 に 上 騰 造の 効 き渺 な くな り，縦 応 力 は 入 りに くくな る こ と耀 論的
に 横 験的 に も確 め られ て い る

・
し ヵ・し ・ の 激 に は 波型 の 水平の もの と麺 の

もの に つ い て 述 べ られ て い るが，い ず れ の 場合 も波型 の ピ ッ チ が 非 常 に 小 さ く，
F三9・3−a の ご と きもの で あ る の に対 し，今膿 用 化 した もの 厳 の 形 に 対 して ピ
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5・1・2　実 験 の 概要
一 　i） 艇 の 入 渠時 を 利用 して 船体が 2点支持 の 状態とな る ご と く盤木を 前後部 で一

部高

くして お い て ，除 々 に排水 しサ ッ ギ ン グ 状態と し，半排水の ま ま で 種 々 の 計測 を行 な つ た 。

ii） 計測 は 温度変化 に よ る 影響をさけ る た め に 夜間 に 行 な つ た 。

iii） 計測項 目

　　a ） 上 部構造 の 縦応力分布……
船体が キ ・…ル 盤木に接触す る直前 の 状態 （以下標準状態 とい う）を基準 と し

　　　て ，サ ヅ ギ ン グ状態に お け る 歪み を計測し上部構造の 縦応力分布を 調査 した 。

　　b ）上部構造 お よ び 上 甲板船体撓み の 計測
……上 部 構造 お よ び 上 甲抜上 に 見透線を設け ト ラ ン シ ッ トに よ り

　　 標準状態 よ りの 変位を 求め た 。

　　C ）船体上 甲板 下 の 縦応力分布……船体の 中性軸 を求め 上部搆造の 有効度を知 るた め に 上 甲板 お よび 外板の

　　 縦歪み を計測 した Q

5・1・3 曲げ応力の 作成方法一 i） サ ヅ ギン グ 状態を作成す る ため に は ， 船体が艇の 船首部 F 髭 2〜F盆5 お

よ び 船尾部 FR 　35〜FR　38 に お い て 接す る よ 5に そ の 間 は 盤木を 401nm 程増設 して 正 常盤木 よ り高くして お く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また 中央部 FR　22’vFR 　24 間に は約 20　mm の 厚さの 盤木

　　 　　を Fig．4−a の ご と く増設す る 。 そ して艇を 入 渠せ し め て

　　 　　約 750mm 程排水すれ ば ， 両端 の 盤木を 支持点 と す る サ

＿ ＿』 b i ＿＿ ・ ギ ン グ 状態 を 作 る こ とが で きる ・ （Fig・4−b 参照） こ の

　　　　
F3s ．iS

　　　 噛 り22
　　　

Fs 、2
　　　 時船体中央部で サ ッ ギ ン グ モ ーメ ソ トは概算 700　t−m で ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛（L 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上甲板の 圧縮応力は 上 部構造 は効 か ない と し て 約 2・7kgt

　　 　　mm2 とな る 。 こ の よ 5に ，進水 時の 船尾浮揚 の 状態に 近

　　 　　い 応力 を イ ン デ ィ ケ
ー

タ ーで チ エ ッ ク しなが ら実測 で きた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と き，半排 水 の 状態で 排水を 中止する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （る
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii） 間違つ て排水 しす ぎて も過大な応力 が 発生 しな い よ

　　　　　　　　　 Fig，4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに ，中央部 と 船首尾部の 盤木 の 高さの 差 を 約 20mm に

お さえ た 。 中央部の 20mm 増設板 は実際 に 予想され る応力が 出な い 場合も考え られ る の で その矯合は ，こ の 板

は潜水夫 に よつ て 除去 し計測可能 な応力が 出せ る よ 5に して お い た 。

　5・2　計 測 結 果 お よ び 定性的 考 察

　（1 ） Fig ．5 は船体の 撓 み 曲線を示 した もの で ある カミ撓み の 最大点 に お い て上 甲板 と上部構造頂板 と の 撓 み の

差 は 0 ・2mm で あ る 。

一
応上 部携造は 全体的に は 主構造に 追従して 変形 して い る と考え て さ しつ か えな い と思

わ れる 。

　（2 ） Fig．6 は 喫水の 変化 か ら曲げ モ ーメ ン トの 変化 を 求 め た もの で あ る 。 船体に 生ず る 応力の 最大値を約

4kglmm2 に な る ま で排水を続け て 船体を 曲げ た の で ある が，こ の 場合船体中央 が キール 盤 木に 接 しな い よ うに

5・1・3−ii） で 述べ た よ 5な 対策は考えて お い た。 予備実験 の 結果 350mm 排水時に
， す で に 中央部 で 盤木に 接触

し そ うで あつ た の で 中央部の 20mm の 増設木は 除去 して 本計測を 行 な つ た 。 しか し荷重 の か か つ た キ ール 盤木

は 圧 縮 され て 低 くな り， ま た荷重 の か か らぬ 盤木は 浮力 と 吸 水 に よ る 膨脹 の た め か 高 くな つ て お り，575mm 排

水時に は やは り， 「中央部で キ ール と盤木が接触 して い る・よ うだ 」 と の 潜水 夫 よ りの 報告が あつ た 。 浮 上状態，

250mm 排水，575rnm 排水 の そ れぞれ の 計測応 力 と 撓み 等を チ エ ッ ク した結果 で は，中央部 キ ール 盤木 よ りの

反力を受け た よ うな様子 は なか つ た の で一応前後端 の み で 支持 さ れて い る も の と して 計算した 。

　（3 ） Fig ．7 は上 部構造頂 板お よび 上甲板の 長さ方向の 縦応力分布を 示 した もの で あ る
。 わ か りよ くす る た め

に 平均応力 を示 した 。 点線 は 上部構造 の 有効度を変えて 計算 した値を 比較 の た あ に 示 した 。

　Fig．7−a 　 ； 上 甲板応力は 上 部構造前端壁 で は 上 甲板 ま で 有効 と した 応 力 と の 間 に あ り，　 midship 近 くの Fe

22・1／1 で 上 部構造全部有効 と した 応力 に 近づ い て い る 。

　Fig．7−b ；
・
上部構造頂板 の 応力 は 後部 の コ ル e‘

’
　・一トの部分が ゆ る く上 つ てい る の に 反 し，前端 の 平板 ウ ォ

inル

の 方 は 相当急に 上つ て お り，midship に 近い FR 　22・it2 の と こ ろ で 上部構造頂 板 の み を 含 め て 有効 と した 計算

値に 近 づ い て い る 。
こ の 原困 は

　 （a ） 剛性 の 大きい 艦橋 に 近 い こ と。

　（b ） 平板構造 と コ ル デート構造 の 境界部 で あ る こ と 。

蜻
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331ラ イ ト コ ル ti　一一トパ ネ ル を 使用 した 上 部甲板 に つ い て
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　（c ） 上 部構造の 中央 に 位 置 して い る こ と 。

な どの 要素の 結果と考え られ るo

　（4 ） Fig．8 は 各断面の 縦応力分布を示 し た もの で あ る 。 表裏計測 した もの は そ の 平均値を 示 して い る 。

　（5 ） Fig．9 は 各断面の 中性 軸の まわ りの 応力分布を 平均値で 示 したもの で ある。 こ れ に示 し て あ る計算値と

た もの と上部構造頂板 の み 有効 と した もの と の 中間に で て い る 。

素羅鑼騒毳濕灘藜鸞 一 丿 

袖
対値 が 小 さ くは つ き り した こ と は い えない か も知れな い が ， 大体

驚濫 ζ屬驚 蠍 雛 憙鷙
F顧

丶錘 　 下
　5・3　局 部的強度の 検 討

　前項 で 艦橋直後 の 上 部構造頂板 に 予想以上 に 大きな 応力が で tc　　 Fig ．10　コ ル ゲートパ ネ ル 上 下 方 向 の

の で こ の 応力 に対 して 現在 の 構造で大丈夫か ど うか 検討を行な つ 　　　　　　応力分布 （Fig・5 参照 ）

て み た が L／10 波長の 波に 乗 つ た 場 合 で も許容応力内 に お さ ま り ， 予想以上 の 応力が発生 した わ け で あ るが 局部

強度的 に もな お 余裕を 有 し て い た 。

　 5・4　理　論　解　析

　5 ・4・1 計算方針　 こ れ ま では 定牲的 な考察を行な つ た が こ こ で 理論計算値 と計測値と の 比較を行なつ て み る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理論計算式 と して は 八木氏の 式
5） が 発表さ れ て い る の

　　 　　　　　　　　　　　　　　み で あ る が，こ れは Fig，11 に 示す ご と くコ ル ゲート　　 　　　　　　　　　　　 −

　　 　　　　　　　　　　　　
F
　の 波 に か こ まれ た 1 つ 1 つ の パ ネ ル が，それぞれ独立

　　 　　　　　　　　　　　　　　した 柱 と して 働 くとい う仮定の もと に 変位係数 P ε を

　　 　　　　　　　　　　　　　　導 入 し て 甲板室頂部へ は い る応力を計算す る もの で あ

　　 　　　　　　　　　　　　　　る 。
Fig ．11 の 外壁 の コ ル ゲートパ ネ ル の 応力分布に よ

　　 　　　　　　　　　　　　　　れ ば 各 パ ネル は それ ぞ れ 独 立 し た梁 の よ 5な 変形 を

　　 　　　　　　　　　　　　　　生 じ て い るが ，
こ れ は 八 木氏 の 理論が 」

応正 しい こ と

　　 　　　　　　　　　　　　　　を示 して い る と考え られ るの で ，こ の 理 論
5）に よ り解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　析を行な うこ と と す る 。 説 明 の 都合 上 主 要 な 点 の み に
　　　　　　　　　　 Fig ．11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ い て は 略記するが詳 し くは 原論文を参照され た い 。

　
’・〈　1 ） 側壁 の 変位係数 Ds に つ い て 　Fig，11 の ご と く独立 の 柱 と して変形す る とすれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一 器 ＋ 噐1　 　
−

　 　 （・・

　た だ し　　F ＝ 側 壁 に 働 く水平剪断力 ，
E ＝側壁材料 の 弾性係数，

　 G ＝側壁材料 の 剪断弾性係数，1・＝1

　　　　　　つ の パ ネル の 水平断面2 次モ ーメ ン ト，A ．
　＝ 　

・
1 つ の パ ネ ル の 水 平 断面積，隔 パ ネル の 高さ，

　　　　　　k ・パ ネル の 水平断面内で の 剪断応力分布に 関す る 修正係数 1 ・2

  両舷の 側壁 を 合わ せ て 考えれば変位係数 Ds は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2F

　　　　　　　　　　　　
P ・

＝

蕊 　　　　　　　　　　　（2）

　 た だ し　　S・＝各パ ネ ル 間の 間隔

　（2 ）　また コ ル デートパ ネ ル の 曲げ剛 性 」 は Fig．11 で わ か る ご と く，
各 平板部は それぞれ独立 し て 曲げ の か か つ て い る 状態 と なつ て い る か ら厂　　　

』

lFig・　12 の （b）部分を   お よび （c ）ZZSの フ ラ ン ジ と教 て ， （h ）お
・
　 　 Fig．．・2
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よび （の に それぞれ b／4 の フ ラン ジ のつ い た もの と し て コ ル ゲートパ ネル の 曲げ剛性 Z を 求 め る と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r・・rit（
　　 Zc1
十

　　 Zn ）
　 　 　 　 　 　 た だ し

　　　 　　　　　　 係数，Z・
＝（C ）部分 の 断面係数

Q9

Fig．13

屯

Fig．14

第 14 表

計 浬，瞳 計 鼻 雄

上 甲 叛1応 力 6
　 　 部罐

コ
　　・く駒

’
七・40 　 　 2・1！厂ρ 3 コ

r快 ”λ上部禰鐙瑛振勘 6 宦 25b 　　 l・5脅

上 甲 扱 応 力 621 ・70 　　2・06
F尺 27

上謡橘 潮 自概 力 6 哩 1・重O　 　o ・e7

（b ）　m ＝ 6，900mm （FR　27 セこ 相当）

と な る 。

（3 ）

ln＝（h）部分の 断面 2 次 モ ーメ ン ト，Zn＝（h）部分 の 断面

　5・4・2 波の 部 分 が 側壁 の下か ら 上まで ある もの と して 行なつ た数

値計算一 側壁は 船体 の 曲げ に 対 し て は 抵抗 し な い ，
つ ま り縦方向 の

・

応力は 全然は い らな い もの と して 計算 し た 。 た だ し変位係数を計算す

る時は ゴ ル ゲートの 波の 有効長さ （h＝ 1，700mm ）を とつ て い る o

　（1 ） Fig ．13 に 示す値 を 入れ て 計算す る と

　　　　1 ＝ 139・5 × los（mm4 ），　 Ds1E＝o・147 ×10−s，ω 2 ＝ 1／DslE ・Aec

　　　　 ＝ 0・906× 10−4，Aa ＝17・9× 1013s（mms ）

　た だ し Aa は 甲板室頂 板 の 断面積 で F三g．13 の 太線部を 全部含ん

だもの を用い た 。 そ し て Aa が上部構造 の 幅 b に 均
一

分布 し て い る

もの と した 。

　（2 ） 応 力 を計算す るに は 甲 板室 の 長 さ を 定め ね ば な らな い が η21

値は 11・2m を とつ た 。 （Fig．14 参照）その 理 由 は

　　（a ） 船 の midship が大体上部構造 の 中央部に 近い
。

　　（b ） midship よ り前 の 上 部構造 は 少 し短 い が前端 が 平板 ウ th

　　　 一ル で コ ル ゲートウ ォ
・・一一ル よ り効きが よい 。

　　（c ） ち ょ うど midship よ り少 し後が 消音器室 と な つ て い で

　　　　鋼壁 が 多 く剛性 が 他 の 部分 よ り も強い 。

　　　とい 5 こ と を考慮に 入 れ て midship が ち よ うど 上 部構造 の 中 ・

　　　心 と な る よ うな 長 さ の もの と考え て 計算 した 。

　　　 （3 ） 応力 の 計算値

　　　　結果の みを示す と

　　　 （a ）　x ・＝O （Fn　 23 に 相当）

　　　　上 甲板応 力 ag ； 2・21（kgimm2），上 部構造頂板応力 ai ・・1・37“

　　　　　 （kg／Mm2 ）

ti2・・2 ・12（kg ！mm2 ），σ・
＝O ・74（kgtmm2 ）

〈4 ） 計算値と計測値を比較して み る と Table　4 の ご と くな る 。
こ れ で は まだ 相当 くい ち が つ て い る 。 つ ま

『

り変位係数が 小さ く計算さ れ て い る よ うで あ る 。

5．4．3 波 の 部分 を 刈 。 ト と 見 な して 行 な つ た 数値計算
一

つ ぎに こ の 変位係数 （Ps！E ＝O’．147× 10’s） を 肘

い て ゴ ル ゲ＿ト波部を 開ロ と考えて計算した
4）（Fig・15 参照） つ まり側壁も上 下 の 部分 で 縦 曲 げ に 対 して 抵 抗 す

る と考えた もの で ある 。 詳細は 省略す る が結果 の み 示す と，

　（a ）　x ・＝O（FR 　23 に 相当）

　　　　上甲板応力 σ 2＝2・27kglmmZ ，上部構造頂板応力 ai 　 ・1・37　kglmm2

　（b ）　x ＝6，900mm （FR 　27 に 相当）

　　　　σ 2 ＝ 2・22kg ／mm2 ，　 a1 ；0・69　kgtmm2

とな り，前項の 計算値とあ ま り大差な い 。 つ ま りい ず れ の 計算式で も計測値の 方 が 相

当に 大ぎい 。 こ の こ と に つ い て は 八 木民 の 研究で も言 及 され て お り・波 に か こ ま れ た

パ ネ ル を単に 柱 と考 え て変位係数 を求め れば実際 よ り も過少評価して い る こ と に な

る 。

　5・4・1 波 の 部分 の 剪断剛性 の 影響を考慮 に 入 れ た 計 算一 （1 ）前述 の ご と く変位

係数が小 さ くで るの は 各 パ ネル は波部で 全然縁 の 切れ た 柱 と考えた ため と 思 わ れ る 。　　　　　Fig．15
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　実際 に は 波部は 鋼板で結合 され て い る の で 剪断剛 性 を有して い る わ け で あ る 。
こ の 剪断剛性は パ ネ ル の 柱 と し

て の 変形 に 抵抗 を 及 ぼ すは ず で あ る 。

　 こ れを理 論的 に 解 くに は非常に むず か しい が厳密 に理 論的に 解 くの で な け れ ば 大体の 影響の 程度は判明す る と

思われ る。

　（2 ） δの 計算 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．
　 rE

　 波部 は Fig．16（a ）に 示 す ご と く剪断剛

性 の 弱い 材料で 結合され て い る と 考え ，そ
の 剪断剛 性 を Gt とす る 。

パ ネ ル の 変形 し

た 状態を考え る と Fig．16（b ）の よ う

に な る 。
パ ネ ル が 変形す る と，パ ネ ル

の 両側の 変位 （Ax ）に 比 例す る力を波

部は 受け る 。 こ れをパ ネ ル に つ い て 考
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F
えれ ば変位 に対 する抵抗力で あ る 。

　い ま，τm ： X 点 に お け る パ ネ ル の 　　　　　　　　　　　　
．
　　　 （G ）　　　　　　 化 ）

　　　　 side に 働 く剪断応力，　G 「
： 波　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．ユ6

　　　　部の 剪断剛性，F ： パ ネ ル 両端に 働 く水 平 力，　 i ：パ ネ ル 水 平断面の 慣性 能率 ，
　 h ： パ ネ ル の 幅，　 a ：

　　　　波部 の 幟 t ・板厘 dx ・ m 点に お け る・R ？ル 側部の 変位

と し ，
x 軸 ン軸を Fig．16（c ） の ご と くと り，モ ーメ ン トの 平衡を 考え る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 dM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 dx
＝一

τ ・
’th＋ F 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4 ）

こ こ で

　　　　・ 一 書 ・÷ kli−9 … 争 詈  ・ 桝 心・ 嗣 館 麟 ÷・詈
　以上 の 関係を （4 ）に 代入 整理す る と

　　　　　　　　　　　　　　　　 d3y　 th2G’

　 dy　　　 F

　　　　　　　　　　　　　　　　吾
一

Ela
’
石

『
＝ 一一

嘘ア　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

の ご と くな る
。 た だ し こ の 式は パ ネル 部 で は 曲げ変形の み 考 え波形部で は 剪断変形の み を 考慮 し，その 結合部で

変位の み の 連続条件 を考 え た わ けで あ るか ら，パ ネ ル 部 と波形 部で の 応 力 の 連続条件が満足さ れ て い ない の で 厳

密に 正 しい もの で は ない が近似的に は 成 立 つ と考 え て よい の で は な い か と考えられ る の で一応 こ の 式に より解 い
「
てみ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 th2G，

　　　 F

層

筆

oo

鹽
丑 “ ≧

鴨

，卩 ｝
国

1

→乱一 母
卩
7− ．ξ

o
一

（の

　　　　　　　　　　　　　　　Ela　
＝A

　
−
EtT

＝B 　　と置きかえる と

　　　　　　　　　　　　　　　盤一菰・罟 一 遭

U れ を徽 嚇 条件を入 れ て パ ネ ル の 撓 み （δ ）を 求 め る と次式の ご と きもの を得る 。

　　　　　　　・一 夛・
・1
叢 辮 ・芸・一論 ・1i

瀞瑳
・

… hf ・t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B

　　　　　　　　
『
J417Z’・i・hf 万1

　　　　　　　　纛 陰 鬻
”

2

噛 一… V
’Zl）］

（5 ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （6 ）

　（3 ）　G ’
の 決定

灘 が 小さい ピ ・ チ で 並ん で い る と きに は 異方顱 と し硯 か け の 剪断剛性Oま計算され る 。 し か し今問題 に し

て い る構造 の よ うに 大きな ピ ッ チ で 小 さい 波形 が ある 場合 ， そ の 波形部 の み の剪断剛性を ど うして求め る か は 大
変むずか し い 問題 で あ る 。 し か し今の 揚合近似的 に 考え て波の 部分 の み を均質な異方性板の

一
部 と し て G ’

を 決

定 す る 。

　
x，y を Fig ．17 の ご と く と り，それぞれ の 方向の 見 か けの 引張剛性 （平均引張応力11波長間の 平均歪）を Ex ，

Ey と す る と，　 G ’

は つ ぎの よ うに なる
7）

。
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｝

Fig．17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ExEv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v ： ポ ア リ ン 比　　　　　　　　　　　　（7＞　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c ，

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ex十 （1十2v）Ev

　Fig．17 に つ い て Ex，　Ev を求め る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 PL　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E　　　s
　　　　　　　　　　　　　　　E 炉

了＝戸
× T・E

・
コ

翫 互
・

た だ し　S ＝ 波 断 面の 実長，L ＝ 波部の 幅，　 P ＝ 波板 の 波に 直角方向の 引張荷重，　H ＝ 波板の 幅，　 e ＝ 波板の 写 方

　　　　 向の 伸 び て波の 形状 よ り計算 に よ り求め る。

諸数値 を 入れて 計算値を求め る と，

　　　　　　　 Ex ＝ 2・1E ，　 Ev ＝ 2 ・6× 10』sE ，　G
’＝1・63 × 10−sE

　（4） 変位係数 1）s の 計算

諸数値 を （6 ）式に 入 れ て δを求 め ると ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ＝ 　24・7XF ソE

　した がつ て 変位係数 Ds＝ 2F1δ・s＝1・96 × 10一杢

　こ の よ うに し て 求め た 1）s は 前に も述 べ た と お り， 理 論的 に 正 しい 式か ら求め た の で は な い が 近似的に は 大体

良い の で は な い か と考え られ る 。

　（5） 応力の 計算

　前項の 変位係数を用い ，5・4・2 項 と 同様に 応 力の 計算を す る と Table　5 の よ うに な る 。

　　　　　　　　　第 5 表　　　　　　　　　 実験値 と の 比較は Fig．　19 に 示 す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a ） FR 　23 の 応力が 計測値 と 計算値 と相当に 開きがあ る こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と に つ い て は 5・4・5 に お い て 述 べ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b ） Fn 　27 付近 で は 計算値 は 大体計測値 に 近 くな つ た が 傾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向 と し て は まだ変位係数 が 実際 よ り低 く計算された よ うな結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と なつ て い る 。 こ れに つ い て も 5・4・5 項で 述 べ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・5 計 測 応 力に 対す る考察一 　（1 ）艦橋後部 の 応 力 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ピーク に つ い て

　　 　　　 こ れ ま で は コ ル ゲー
ト側壁 の 部分つ ま り上部甲板室の 後半 の 応力の

　　 　　み に 注目し て 計算憊 と の 比較 を して き た 。 し か し こ の ま まで は 艦橋直

　　 　　後 の 実測応力が相当に高くなつ て い る こ との 説 明は で きない の で 上部

　　 　　甲板室全体の 実際 の 構造 を検討して 解析を 行なっ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a ）　上 部 構造 を Fig．18 の よ うに 分割す る 。

　　　　　　 Fig・　18　　　　　　　　　 A 部……midship よ り後方

　　B 部
……rnidship よ り FR　21 迄 （平板構造部迄）

　　 C 部 ……平 板 溝造部

　　（i）　A 部 の 前端は 上部構造の 中央附近 で あ り，しか もA 部の 前部は ち よ うど消音器室 と なつ て い て鋼壁 が

　　　多く，か つ 補機台が つ い て い る の で 剛性 が 他の 部分 よ り も強 い 。 した が つ て 主 構 造 の 変 形後も A 部 の 前端

　　　は 主構造 に 対 して 垂直 で あ る ど考え る 。 そ うす る とA 部 の 応力は こ の 2 倍の 長 さ の コ ル ゲート側壁 の 上部

　　　構造 と し て考えた 応力 と ほ ぼ 同 じで あ る と 考え られ る。（今 ま で の 計算 は この 考え を基 と し てや つ て い る 。 ）

　　（ii）　C 部 は 4・5mm め平板講造 で あ り，ま たE部 に は艦檎が あ る の で 他 の 部分 よ りも非常 に 剛性 は 強い 。

　　　それで C 部 の midship よ りの 後端 は 主構造の 変形後も主溝造に 対し て垂直と仮定す る 。 そ し て こ の 部は

封 測 磁 竍算埴

上 甲 坂 応 力 61 、48
猟 　 （嘛 電冫

2・20戸π 23■
杖 砌

上もσ横造頂 厩 力 6 噛 2・561 ・37

用 27 」L 甲 抜 応 力 621 ・702 ・12

上 吾”櫓蓬翻 彫 わ 69f ・1G0 ・74
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　　　上 部構造 の 剛性 に 比 して 上 甲 板下 は 若干弱 い の で 曲げ 変形は起 らず剪断 の み に よ り上 部に 応力 は 伝えられ

　　　る と仮定す る 。

　　（iii）　 B 部 は前後に 上 述の よ うな剛性 の 強い 構造に は さまれ て い る の で ，　 B 部 の 頂板 の 変形は 完全 に 主構造

　　　 と
一

体 と なつ て 働 く と 考え られ る 。

　以上 の ご と く仮定すれ ば，B 部 の 応力は 頂板の み 有効 と し， 1 つ の lt
’
　一一ム と し て計算 した 値 とな り，　 A ，C 部

は それぞれ の 長さ を ‘！2 と 考え て コ ル ゲート構造，平板媾造 と して計算 した 値 とな る 。

　（b ）　数値計算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6 表

　　（i） A 部 ：5・4・4 の 結果 を そ の ま ま用 い る。

　　（ii）　 C 部 ： 平 板部 の 実ft　lt2＝ 　4・5m と し て計 算 法は 八 木 氏 の 式
s）

　　　を 用 い て 計算した 。 計算値は Table　6 の ご と くな る 。

　　〈iii＞　 B 部 二前に 述べ た 1 ビ ーム と して 計算値よ り求め る と

　　　 Table 　7 の ご と くな る 。

　以上 の 計算値をプ ロ
ッ トして 曲線で 結 ん で み る と Fig ．19 の ご と くな　　　　　　　　　　　　　　 ・　 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 7表
り，ほ ぼ計測値に 等 しい 傾向を得 る 。 ゆえに 大体 の 考え方 と して （a ）

の 仮定 は 正 し い もの と思わ れ る 。 つ ま り上部構造の 剛 性 の 不均一が艦橋

の 後部 に 応力 の ピークを引起 した 原因 で ある と 思われる 。

　（2 ） 上部構造後半の 計測値 と計算値の 不
一

致 に つ い て

　上 記 の ご と き修正 を施せ ぽ計算値 と 計測値 の 傾向は 良く一致す る が応力値 こ と に 上 甲板 の 応力は まだ 若干ずれ

て い る 。
こ の 原因 とし て は

　（a ） 変位係数の 計算 に は 上 部構造両側部の み計算に 入 れ て い る が 実際に は 内部 に も 2・3mm の 縦仕切 壁 が

　　あ る の で 計算上 で は 変位係数は 小 さ くとつ て い る こ とに なつ て い る 。

　（b） 排水に よ り船体に 与え られ た 曲げ モ ーメ ン トは喫水 の 変化 よ り 2 点支持 と して計算に よ り求め た もの で

　　あ るが ，5・2．（2 ） で 述 べ た ご と く実際に は船底は 中央部 で キ ール 盤木 に 接触 し て い た 心 配 が あ る 。
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以 上 の 2 点 を考慮 し て っ ぎの ご と き計算 を行 な つ て み た 。 今変位係数 に縦仕 切 壁 の 影響 を 入 れ る と約 35％ 増

と な り，ま た 仮に 曲げモ ーメ ン トは 中央船底接触の た め 実際に，は 計算値 よ りも 10％ 少か つ た もの と し て 計算す

る と Fig．19 の ご と く計測値 と計算値 は 大体
一
致す るo

6　 結 語

　以上 ラ イ ト コ ル tr
’
　一一トパ ネル の 実地応用研究に つ い て簡単に 述べ さ らに そ れ を 利用 し た 実船 に つ い て は ，主 と

し て ラ イ ト コ ル ゲートウ ォ
rvル を使用 した 上部携造の 効 ぎ とい う観点に 立つ て実船実験を行な  ），理論計算 に よ

Φあ る 程鷹ま で 正確に解析し得る もの だ と い うこ と が判明 した 。 こ れが今後の 同種の 研究の
一

つ の踏石 となれば

幸 い と思い ます 。　 　　 　 　 　 　
t1

　 こ の 研究に は最初か ら積極的な御支援を借し まれ な か つ た前防衛庁顧問 の 牧野氏，ま た実験研究に あた り，実

1際に 御指導い た だ い た 阪大 八木助教授，な らびに 実船実験 に 御支持を惜 し まれなか つ た 防衛庁捗術研究本部，お

．よび い ろい ろ有益なる御意見をい た だ い た 八 幡製鉄軽量型鋼研究委員会の 吉識委員長は じめ 各委員の 方々 に 心か

ち御礼を 申し上げます 。
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